
WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume１５ No.４に掲載されました。論文名、著者（筆
頭執筆者および第二執筆者）は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Blackwell Publishing Synergy Web site　(http://www.blackwell-synergy.com)
にありますWRR学会誌のページ､又は各巻頭に掲載されておりますInformation for authorsをご参照下さい。
なお、円滑な審査を行うために、２００４年度よりオンライン投稿を推奨しております。
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pressure-induced reperfusion model」
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川崎医科大学形成外科学教室

　当教室は、西日本で最初の形成外科学教室として１９７５年に創設され（初

代教授：故谷太三郎）、２００５年に開講３０周年を迎えています。当教室で

の創傷治癒に関する研究については、１０周年、２０周年、３０周年の各記念

誌 、ま た 川 崎 医 科 大 学 形 成 外 科 学 教 室 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.kawasaki-m.ac.jp/prs/）にも記載されています。

　最近の１０年間の当教室での創傷治癒研究をテーマ別に挙げますと以下の

ようになります。これらのうちの約半数は学内外の臨床あるいは基礎教室と

の共同研究として行われました。また、現在、継続中のものもあります。

１．創傷治癒のメカニズムに関する研究：肥厚性瘢痕・ケロイドの特性を決定

　する遺伝子の解析、創傷治癒過程における細胞外マトリックス（テネイシ

ン）　の発現についての検討、異物肉芽腫の退縮における血管消退の

apoptotic　機序、一酸化窒素（NO）のヒト線維芽細胞におけるコラーゲン代

謝への影響、　ヒト瘢痕由来線維芽細胞に対する細胞増殖因子の作用。

２．慢性創傷、難治性潰瘍に関する研究：褥瘡発生危険因子に関する基礎的

　研究とその妥当性の検討、慢性創傷における再上皮化遅延の機序解明。

３．再生医療に関する研究：神経・筋の変性と再生、移植に関する研究、β３ 

　インテグリン組み換え型培養表皮の開発、再生医療におけるWntファミリー

　の役割。

４．創傷治療薬剤の効果に関する研究：培養ヒト各種細胞の細胞増殖に与え

　るbFGF、トラニラストの効果。

５．血管・リンパ管分布の解剖学的研究：リンパ浮腫の発生機序解明とその治

　療法の確立、血管柄付組織移植（穿通枝皮弁）の基礎と臨床、下肢の神　

経の血行支配について、顔面ならびに足部における血管解剖の解析。　

６．顎顔面形態形成に関する研究：口唇裂口蓋裂患者における顎形態と　術

後外鼻変形との関連性についての研究、顎顔面形態形成に関わる　FGF－8の

役割。

　これらの多方面にわたる創傷治癒研究の目的は、包括的には、創傷ケアの

進歩を目指すことですし、創傷ケアをエビデンスに基づいて行うことです。研

究のさらなる前進を期して精進したいと思っております。　

　ここでは、「β３インテグリン組み換え型培養表皮の開発」について少し

詳しくご紹介いたします。培養表皮移植は国内外で

の再生医療の最先端の分野ですが、その生着率に関

してはまだまだ改善が必要です。私たちはこの培養

表皮の生着率向上のために独自のアプローチを行っ

ています。すなわち私たちは、αvβ３インテグリンの

機能̶ 創傷部に多く存在するフィブリノーゲン

（FG）、フィブリン（FB）、変性コラーゲン（gelatin）

（GEL）、フィブロネクチン（FN）、ビトロネクチン

（VN）などと反応（接着、移動、増殖）し得る̶に着

目し、レトロウイルスベクター法によりβ３インテグリ

ン・サブユニットcDNAを正常培養ヒトケラチノサイト

（αvの遺伝子は持っている）に導入してαvβ３を細

胞表面に発現させてやること、 そしてこれらの

recombinant keratinocytes１）を使用して培養表皮を

作製すること（ex vivo遺伝子治療型培養表皮の開

発）を考えました。ちなみに正常ヒトケラチノサイト

はαvβ３を発現せず、FG、FB、GELなどと反応しま

せん２、３）。これまでに、β３インテグリン・サブユニ

ットcDNA導入ヒトケラチノサイトのin vitroでの細胞

機能についての検索をほぼ終了しました。結果です

が、同ケラチノサイトは、細胞表面にαvβ３を発現し
２、３）、コントロール細胞（β-gal cDNA導入ヒトケラ

チノサイト、正常ヒトケラチノサイト）に比べて有意

にFG、FB、GEL、VN、FNに対して細胞接着が増加

し（１時間の細胞接着アッセイによる）、細胞伸展が

増加しました２、３）。また、同ケラチノサイトはコン

トロール細胞に比べて有意に、FG、FB、GEL、VN上

で細胞増殖が増加し（５日間の細胞増殖アッセイに

よる）４）、FG、FB、GEL、VN、FNに対して細胞移動

が増加しました（１４時間のhaptotaxis migration 

assayによる）（第２回国際創傷治癒学会で報告）。

これらの結果は、同recombinant keratinocytesを使

用して作製する培養表皮が難治性の深い熱傷創や慢

性創傷部（FG、FB、GELが多く存在する）への培養

表皮移植片の生着率向上に有用であることを強く示

唆しています。現在は、動物実験によるβ３インテグ

リン組み換え型培養表皮の有効性の検証を行ってい

る段階です。

　最後にこの場をお借りしてお知らせがあります。

当教室は２００８年８月２９－３０日に第１０回日本褥

瘡学会学術集会を神戸市で主催する予定です。皆様

方の多数のご参加をお待ち申し上げます。　

講師 久保 美代子
教授 森口 隆彦

日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニ ュ ー ス

日 本 創 傷 治 癒 学 会
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の共同研究として行われました。また、現在、継続中のものもあります。

１．創傷治癒のメカニズムに関する研究：肥厚性瘢痕・ケロイドの特性を決定

　する遺伝子の解析、創傷治癒過程における細胞外マトリックス（テネイシ

ン）　の発現についての検討、異物肉芽腫の退縮における血管消退の

apoptotic　機序、一酸化窒素（NO）のヒト線維芽細胞におけるコラーゲン代

謝への影響、　ヒト瘢痕由来線維芽細胞に対する細胞増殖因子の作用。

２．慢性創傷、難治性潰瘍に関する研究：褥瘡発生危険因子に関する基礎的

　研究とその妥当性の検討、慢性創傷における再上皮化遅延の機序解明。

３．再生医療に関する研究：神経・筋の変性と再生、移植に関する研究、β３ 

　インテグリン組み換え型培養表皮の開発、再生医療におけるWntファミリー

　の役割。

４．創傷治療薬剤の効果に関する研究：培養ヒト各種細胞の細胞増殖に与え

　るbFGF、トラニラストの効果。

５．血管・リンパ管分布の解剖学的研究：リンパ浮腫の発生機序解明とその治

　療法の確立、血管柄付組織移植（穿通枝皮弁）の基礎と臨床、下肢の神　

経の血行支配について、顔面ならびに足部における血管解剖の解析。　

６．顎顔面形態形成に関する研究：口唇裂口蓋裂患者における顎形態と　術

後外鼻変形との関連性についての研究、顎顔面形態形成に関わる　FGF－8の

役割。

　これらの多方面にわたる創傷治癒研究の目的は、包括的には、創傷ケアの

進歩を目指すことですし、創傷ケアをエビデンスに基づいて行うことです。研

究のさらなる前進を期して精進したいと思っております。　

　ここでは、「β３インテグリン組み換え型培養表皮の開発」について少し

詳しくご紹介いたします。培養表皮移植は国内外で

の再生医療の最先端の分野ですが、その生着率に関

してはまだまだ改善が必要です。私たちはこの培養

表皮の生着率向上のために独自のアプローチを行っ

ています。すなわち私たちは、αvβ３インテグリンの

機能̶ 創傷部に多く存在するフィブリノーゲン

（FG）、フィブリン（FB）、変性コラーゲン（gelatin）

（GEL）、フィブロネクチン（FN）、ビトロネクチン

（VN）などと反応（接着、移動、増殖）し得る̶に着

目し、レトロウイルスベクター法によりβ３インテグリ

ン・サブユニットcDNAを正常培養ヒトケラチノサイト

（αvの遺伝子は持っている）に導入してαvβ３を細

胞表面に発現させてやること、 そしてこれらの

recombinant keratinocytes１）を使用して培養表皮を

作製すること（ex vivo遺伝子治療型培養表皮の開

発）を考えました。ちなみに正常ヒトケラチノサイト

はαvβ３を発現せず、FG、FB、GELなどと反応しま

せん２、３）。これまでに、β３インテグリン・サブユニ

ットcDNA導入ヒトケラチノサイトのin vitroでの細胞

機能についての検索をほぼ終了しました。結果です

が、同ケラチノサイトは、細胞表面にαvβ３を発現し
２、３）、コントロール細胞（β-gal cDNA導入ヒトケラ

チノサイト、正常ヒトケラチノサイト）に比べて有意

にFG、FB、GEL、VN、FNに対して細胞接着が増加

し（１時間の細胞接着アッセイによる）、細胞伸展が

増加しました２、３）。また、同ケラチノサイトはコン

トロール細胞に比べて有意に、FG、FB、GEL、VN上

で細胞増殖が増加し（５日間の細胞増殖アッセイに

よる）４）、FG、FB、GEL、VN、FNに対して細胞移動

が増加しました（１４時間のhaptotaxis migration 

assayによる）（第２回国際創傷治癒学会で報告）。

これらの結果は、同recombinant keratinocytesを使

用して作製する培養表皮が難治性の深い熱傷創や慢

性創傷部（FG、FB、GELが多く存在する）への培養

表皮移植片の生着率向上に有用であることを強く示

唆しています。現在は、動物実験によるβ３インテグ

リン組み換え型培養表皮の有効性の検証を行ってい

る段階です。

　最後にこの場をお借りしてお知らせがあります。

当教室は２００８年８月２９－３０日に第１０回日本褥

瘡学会学術集会を神戸市で主催する予定です。皆様

方の多数のご参加をお待ち申し上げます。　
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